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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月1日(2011.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標的に結合するモジュラー抗体ドメインのオリゴマーを製造する方法において：
ａ）モジュラー抗体ドメインのオリゴマーのライブラリを提供し、その際、標的及びスカ
フォールドリガンドと結合するモジュラー抗体ドメインのオリゴマーをディスプレイする
遺伝子パッケージが、
ｉ）遺伝子パッケージを提供し、かつ、
ｉｉ）少なくとも２種のドメインを前記パッケージの外表面に融合によりディスプレイす
ることを含む、方法によって製造され、
ｂ）前記スカフォールドリガンドの存在下で、前記ライブラリと前記標的とを接触させ、
ｃ）前記スカフォールドリガンドの存在下で、前記標的と結合するライブラリ要素を選択
し、かつ、
ｄ）機能的オリゴマーを製造する、
工程を含む、標的に結合するモジュラー抗体ドメインのオリゴマーを製造する方法。
【請求項２】
　前記ライブラリが、機能的オリゴマーを発現する少なくとも１０２個の独立したクロー
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ンを含有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記オリゴマーが、Ｆｃフラグメントであり、かつスカフォールドリガンドがエフェク
ター分子、ＦｃＲｎ、血清アルブミン、プロテインＡ、プロテインＧ、プロテインＬ又は
ＣＤＲ標的から成る群から選択される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　エフェクター分子が、ＣＤ６４、ＣＤ１６、ＣＤ３２及びＦｃレセプターから成る群か
ら選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記機能性オリゴマーが、Ｋｄ＜１０－８Ｍの標的抗原結合アフィニティーを有する、
請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記標的が、ｅｒｂＢクラスのレセプターである、請求項１から５までのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項７】
　モジュラー抗体のアフィニティーを、アフィニティー突然変異によって増加させる、請
求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　モジュラー抗体のアフィニティー突然変異による変異体が得られ、この変異体が、前記
標的との結合アフィニティーの少なくとも１０倍の増加を示す、請求項１から７までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　モジュラー抗体ドメインの機能性オリゴマーを発現する、スカフォールドリガンドの存
在下で、そのスカフォールドリガンド結合部位に対して同標的抗体と結合する、少なくと
も１０２個の独立したクローンを含有するライブラリ。
【請求項１０】
　前記スカフォールドリガンドの存在下で、前記標的抗原に対して結合するモジュラー抗
体ドメインのオリゴマーのアミノ酸変異によって得ることが可能な、請求項９に記載のラ
イブラリ。
【請求項１１】
　機能性結合物質が、ランダム又は部位特異的突然変異によって変異する、請求項１０に
記載のライブラリ。
【請求項１２】
　結合物質のアフィニティー変異されたプールである、請求項９から１１までのいずれか
１項に記載のライブラリ。
【請求項１３】
　少なくとも２０％の結合物質が、エフェクター分子、ＦｃＲｎ及びタンパク質Ａから成
る群から選択されたスカフォールドリガンドと結合する、Ｆｃライブラリである、請求項
９から１２までのいずれか１項に記載のライブラリ。
【請求項１４】
　結合物質が、ＣＤ６４、ＣＤ１６、ＣＤ３２及びＦｃレセプターから成る群から選択さ
れたエフェクター分子と結合する、請求項１３に記載のライブラリ。
【請求項１５】
　酵母又はファージディスプレイライブラリである、請求項９から１４までのいずれか１
項に記載のライブラリ。
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